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【動機】

「濡れ手で粟」ということわざがあり、「苦労せずに多くの利益を上げること」とあります。確
かに、水に濡らした手で粟をつかもうとしたら、たくさんの粟が手についてきました。どうして
水に濡れた手だと粟がたくさんつくのか？本当に多くの利益を上げることができるのか？を研究
することにしました。

【方法】

水をつけなかったり、押す力を変えたりと条件を変え、粟の取れる量を量った。また、手の水分
量や形を変え、粟の取れる量を量った。水に働く力を実験で確かめ、他の穀物でも濡れ手でどれ
だけ取れるのかを調べた。そして、お金・栄養価の２つの側面から利益を出し、「濡れ手で『粟
』」でいいのかを検証した。

【結果】

水がついていると粟がたくさん取れ、７Ｎ以上は量があまり変わらなかった。また、手を開き、
水分量が多い方がたくさん取れた。濡れ手に粟がつくのは、水の表面張力によるものだと分かっ
た。濡れ手で一番取れるのは『キビ』だったが、お金・栄養価において、どれも高い利益が出る
のは『粟』だった。

【まとめ】

お金・栄養価において、どれも高い利益が出るのは『粟』なので、現代でも「濡れ手で粟」と言
うことができる。手を開き、水分量が多く、柔らかい手だと、もっとたくさん取ることができた
ので、「苦労せずにもっと多くの利益を上げること」のことわざは、「開き濡れすぎやわ手で粟
」とした。

【展望】



先人が考えつくり出したことわざを、現代で科学的に追究することにより、物事を多面的に考え
、視野を広げることができる。そして、自信を持って、そのことわざを使っていくことができる
。
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